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平成22年度施策評価表

（平成21年度の振り返り、総括） 作成日
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①-1～2.こども課の調査資料により把握。
①-3.社会福祉課、市健康センターでの調査結果により把握。

①-1～2.園児が心身ともに健全に育つためには、様々な交流を通して体験活動をすることが不可欠であることか
ら、保護者に交流を通じて心身が健全に育っているかどうかを聞くことで、園児が健全に育っているかどうかわか
るので、これを成果指標とした。
①-3.保護者は、就園児、未就園児を問わず、子育てサロンで、子育て相談をしたり子どもを活動させたりしてい
る。この活動への参加人数を見ることで保護者の幼児教育への要求度を推測できるので、これを指標とした。
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教育総務課　学校教育課

19年度対象指標名 21年度20年度 23年度

施策の成果
向上に向け
ての役割分
担

施策の目的
【対象】

①未就学児

①-1.幼稚園児
数
①-2.保育園児
数
①-3.その他（未
就園児）

施策の目的
【意図】

（対象①）
①教育を受けられる環境が整
備され、教育内容も充実してい
る。

成果指標名

①-3.育児サロ
ン参加人数（幼
稚園・保育園を
含む。）

①-1.幼保小交
流活動参加人
数（回数）【幼稚
園２園】
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23年度目標
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21年度実績

目標年度
(年度)

①-2.高齢者・地
域との活動参加
人数（回数）【幼
稚園２園】

23 施　策　名 幼児教育の充実

こども課 主管課長名 川上　　昭

11

・家庭では、親子がふれ合う時間を十分にとり、正しい生活習慣を身につけさせていただく。

・園児は日ごろ限られた集団の中での活動が多いことから、他団体等との交流機会を支援する。
・育児サロン開催について、開催場所や人的支援等を行う。

・（地域）地域の様々な活動に子どもたちが参加し、交流できる機会を作ってもらう。

市民

市

その他



施策Ｎｏ． 23 施　策　名 幼児教育の充実

単位

本数

千円

時間

千円

千円

22年度目標

　（平成21年度末で残った課題、既に平成22年度に取り組んでいること、又は取り組みの予定について記述。）

・地域ぐるみで子育てを支援し、園児が健全に育つよう交流事業の充実を図ってきた。
・幼稚園、保育園と小学校の繋ぎがスムーズに行くよう県教委の幼・保・小育ちの架け橋事業を始め授業・保育
の相互参観や教員と保育士の合同研修を実施した。
・未就園児対象と保護者を対象に育児サロンをを実施し、地域で安心して子育てができるよう支援した。

1,315

23年度計画

ウ．住民期待水準との比較（成果水準が住民が期待していると思われる水準と比較してどうであるかを中心に記述。）

３．施策の課題認識及び平成22年度の取り組み状況（予定）

　（ここ数年の間、施策の成果向上に貢献してきた主な事務事業の取組み内容を中心に記述。）

24年度計画
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対象（受益者）１単位あたり、若しくは市民１人あたりの施策の

Ｆ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）
　同　　　上

5

10,011

320

Ｅ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｄ）

Ｄ．人件費　（Ｃ×１時間あたりの平均人件費）

20年度実績

5

12,332

19年度実績区　　　　　分

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

Ｃ．事務事業に要する年間総時間

効率性
指　標

施策の
トータル
コ ス ト

Ｈ．トータルコスト　（定義式　：　Ｅ／人口 ）
　同　　　上
Ｇ．人件費　（定義式　：　Ｄ／人口 ）

平成21年度
の評価結果

１．施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること。）

・平成２１年度まちづくり市民意識調査によれば、保育所や子育て支援センターなど子育てがしやすい環境が整
備されているかについて、５０．１％となっており、一定の水準に達しているものと思われる。

・地域ぐるみで子育てを支援し、園児が健全に育つための交流事業の一層の充実を図る。。
・幼・保・小の繋ぎがスムーズにできるよう教員と保育士の連絡会や研修会を充実する。
・育児サロンを拡充し、保護者が安心して子育てができるよう相談機能の充実に努める。

・各成果指標は順調に増加傾向にある。
・指標②高齢者・地域との活動については、大きく伸びており、地域の子は地域の力で育てようという機運が醸成
されてきた。
・指標③育児サロンについては、未就園児の子育てに不安を持つ保護者が増え利用が活発になっているものと
思われる。

ア．成果水準の推移（成果水準がここ数年どのように推移しているかを中心に記述。）

イ．近隣他市との比較（成果水準が近隣他市と比較してどうであるかを中心に記述。）

・指標①小学校との交流、②高齢者、地域との交流については、黒部市で盛んに実施されている。
・指標③育児サロンは、各市町で盛んに実施されている。本市では保育園、幼稚園で定期開催をし利用の促進
をしている。

２．施策の成果実績に結びついているこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括


